




























































































































































































































“活動3”プロトコール（ 1 8'7～2 0 8) 
187T ：他？
188T : さっき1階， 2階って言ってたね。
小西さん。小西さん。




191 Ss : わかりました。
192 Ss : わかりました。
193T ：小西さんはー，これが，見えるか
な？ 1階でーす。という意味です。











197T : ここになったら？〈図 11の③を
指しながら。）









203 s : 6 2 0 
204 T : 6 2 o 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 , 
6 2であってるね。 （図 11の1
階から6階までj順番に指しながら。）





































































































また， “活動1” “活動2” “活動3”のj頓
に授業では取り上げられているが，これは教師
が意図的に取り上げたのではないかという疑問
が生じた。教師は児童主体の授業のように展開
しているが，暗黙のうちに授業の流れを決定し
ていたのではないだろうか。教師が望ましいと
思われる活動を最後に取り上げ，そこでまとめ
の発言をしているように怒われる。このような
過程において，児童は本当に《よさ》を獲得す
ることができたのだろうか。
これらの浮き彫りになった問題点を解決する
ために，例えば， 1つの活動を取り上げた後に，
ただ番号の付け方を説明するだけではなく，
「どんなところを工夫しましたか。 j また，
「闘ったことはなかったですか。 j といったよ
うな《よさ》や《問題点》について児童の自を
向けさせるような発慌をするとよいのではない
だろうか。また，別の方法としては，いくつか
の活動を取り上げた後に「どの番号の付け方が
-49 
自分にとってわかりやすかったですか。 j といっ
たような発問をすると，児童はそれぞれの番号
の付け方を比較するだろう。そうすることによっ
て，部屋の佼震がわかりやすい付け方にはどの
ような《よさ》があるのか，他の付け方よりど
んな点ですぐれているのかということを考える
きっかけになる。これらのことは“劇場”及び
“町の家の地図”の場面でも向様のことがいえ
る。
そして， “1舌動4”は課題の発展として扱わ
れているが， “1舌動3”の番号の付け方から発
展したといえる。このように，段階をおって，
二位数から三位数への発展を自然な流れで取り
入れていることにより，児童は底抗なく受けと
めている。 “活動3”から“活動4”への発展
は，数学的に大きな発展であるといえるだろう。
そして，児童は“活動3”での方法を応用して
“1舌動4”のように番号を付けている。ここで
は，友達の考えのよさを認めて発展開題で積極
的に活用できたといえる。よって， “活動4”
は，児童が「数学的な見方・使い方に広がりを
もつことjができた価績のある「算数的活動j
であるといえる。
そして， 「算数的活動j を“目的”としてと
らえ，小学校低学年で授業を行う場合， 4章に
おける分析をもとに以下のような特徴をあげる
ことができる。
・活動そのものが目標（目的）となっているた
め，児童が授業中に何をすべきかということ
がはっきりしてくる。
…児童が日的意識をもって授業に取り組むこ
とができる。
・授業の自標（目的）がはっきりしているため，
教師が児童から期待される「算数的活動j を
予想しやすくなる。
…授業の展開を考える上jで，教師がより多
くの児童から期待される「算数的活動j を
予想しておくと，実際の授業で児童の「算
数的活動j に対して，どのような手立てを
加えるとよいのかということがはっきりし
てくる。
・教師は，児童が行っている「算数的活動j を
通して，どのような怒考を働かせているのか，
どのような数学的価値を獲得しているのかと
いうような観察不可能な部分も見ることがで
きる。
…教師が児童を「評価j していく上での重要
な材料となる。
－授業において，児童が「算数的活動jをする
ということだけに終始してしまい，その活動
にどのような《よさ》や《問題点》があるの
かということまで議論されていない傾向にあ
る。
－「算数約活動j をすることに重点が漬かれ
ていて，その活動がもっ本質が児童に伝わっ
ているのだろうかという疑問が生じる。
－教師がどの児童を指名するのかあらかじめ決
めていて，授業の流れを決めようとする傾向
にある。
…指導案の展開に合わせて，取り上げる「算
数的活動Jを決めてしまっている傾向にあ
るので，もっと指導案には予想されていな
かった「算数的活動j を取り上げることも
必要なのではないだろうか。
－教師の発問の仕方によって，児童の「算数的
活動j に対する取り組み方が変わってくる。
…発問は，児童が目的意識をはっきりもった
り，より深く思考したりする働きかけをす
る役釘をもっている。
－授業において， 「算数的活動j をおこなう場
面を多く設定すると時間が多く必要となって
くる。
・45分という限られた時間をどう利用する
のかということが重要になってくる。
－指導案の授業展開の還りに実際の授業では展
開されない場合がある。
…実際の授業では，指導案で考えていたより
も時聞が多くかかったり，予想していなかっ
た「算数的活動Jが児童からでてきたりす
る場合があるので，そのような場合にも対
応できるように考えておく必要がある。
N.研究の結果
本研究の結果から， 「算数的活動jを“目的”
として位霞づけ，小学校低学年で授業を行う場
合のあり方について，以下のような教授学的示
唆が考えられる。
・教師がそれぞれの「算数的活動j にはどの
ような（《よさ》， 《問題点》等）がある
のか十分に認識しておく必要がある。
－教師が，どのような「算数的活動Jの場簡
を設定し，どのような課題を展開するのか
吟味する必要がある。
－教締が，発防の仕方， 「算数的活動j の取
り上げ方を工夫する必婆がある。
「算数的活動j を通して得られた児童の思
考などの観察：不可能な部分について「評価j
する必要がある。
－指導案を作る際に， 45分間でどのような
授業展開をすべきか，児童から期待される
「算数約活動j をできるだけ多く予想し，
その特徴を示す必婆がある。
今後に残された課題として以下のようなこと
があげられる。
「算数約活動j を“目的”として位援づけ
る場合に焦点を置き，考察したので， “手
段”あるいは“プロセス”と位置づける場
合については考察されていない。
・対象学年を小学校低学年にしぼり，限定し
た事例についてしか考察されていないので，
一般性にかける。
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